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Abstract: 
The purpose of this study is to examine the play therapy of an abused child from the viewpoint of “imaging 
the Great Mother archetype and combining its ambiguity”. The results show that, first, the emotional scars of 
abused children were characterized by aggressive behavior, a sense of abandonment and loneliness from 
psychological neglect, inter-personal distance and an unclear self-image. Second, these emotional scars and 
attack impulses were understood as anxiety that is swallowed by a negative image of the Great Mother archetype. 
Third, a symbolic image combining the ambiguity of the Great Mother appeared during the children’s play through 
a container image of the Great Mother provided by therapists. And fourth, through interactive imaging with 
therapists, the children could discover a self-image that also allows for a negative one .A future research theme 
is investigating the symbolical image of the Great Mother archetype as a teleological approach in psychotherapy. 
(148 words) 
Keywords: play therapy of abused children, Great Mother archetype, combining the ambiguity of an 
archetypal image (coniunctionis). 
 
１．問題と目的 
2012 年の全国児童相談所の通報を受けて対応した虐
待の相談件数は、5万9862件と過去最多を更新している
註１）。近年、子どもが、親のネグレクトや暴力によって放
置され、死亡するという痛ましい事件もしばしば報道さ
れている。それでも虐待の疑いや事実が明らかにされて
相談に至るケースは氷山の一角ではないかと推測される。
筆者は、臨床の現場で、虐待の潜在的記憶を抱く方々と
出会ってきた。彼らは、虐待の記憶が表に出ないように
封じ、事実か否かの検証は保留にしても、否定的な自己
像を抱き、さらに繰り返される暴力や困難な事態に悩ん
でいた。こうした心理療法事例は、数年以上に及ぶ長い
経過を必要としていた（井上,2002）。たとえ一山越えて
社会復帰を果たしたとしても、癒えない傷を抱え、家族
関係の不和や良好とはいえない対人関係に巻き込まれて
しまう。こうした虐待を受けた人々の心理的特徴の１つ
として、身近な家族関係において、私という存在を慈し
み、育くんでくれる肯定的な母性体験が乏しいことが挙
げられる。又、基本的な信頼感や安全感が損なわれてい
る。筆者は、私という自我意識の成立になくてはならな
い原初の経験註２）を、分析心理学の観点から「母なるも
のの元型」（C.G.Jung,1954/1982）と呼ぶ。そして、虐待
を受けた人々の心理療法の難しさは、私という存在を支
えてくれる根源的な「母なるものの元型」が、深層意識
において慈しみ育む母性像と破壊的母性像に乖離し、損
なわれ、病んでいることを明らかにした（井上,2013）。 
C.G.Jung（1954/1982）は、意図せずに産み出される
夢や意図的な集中によって連想される能動的想像に神話
的な象徴が対応していることを見い出し、無意識から産
出される元型的イメージが人間の心の成長や癒しに貢献
することを明らかにした。ここに挙げた「母なるものの
元型」とは、人間の心の深層にあって、自然物や地球（ガ
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イア）、地母神のイメージの形態もって現れる太古の記憶
につながる人類共通の普遍的な無意識のことである
（C.G.Jung,1954/1982）。本来、元型の概念において重要
な点は、多義的な性格をもつことにある。「母なるものの
元型」も肯定とも否定とも言える、「守り育む慈愛、熱狂
的情動、冥府的暗黒」という本質的な３つの性格がある
（C.G.Jung,1954/1982）。子どもの自我意識が、母子一体
性に支えられた自他融合的な状態から芽生えてくる時、
無意識の強大な圧倒力は、まず「母なるものの元型」に
呑み込み、破壊する側面として体験されると言われてい
る（E,Neumann,1971/1984）。子どもの心において個人の
母親との経験だけが影響するのではない。そこに「母な
るものの元型」が作用しており、個人の母親に対するイ
メージを強めて、権威やヌミノース註3）な性質を与えてい
るのである。以上のように誰しもが母親に対して抱く、
懐かしさや優しさ、恐ろしさなどの情動は元型の影響を
受けていると言えよう。 
ところで、東山（2006）は、昨今の日本社会の子育て
を取り巻く諸問題註４）において、母性が喪失の危機に瀕
していると述べている。また、高石（2003）は、元型的
な視点から、「現代社会を生きるすべての人々の心から、
社会から、文化から、そして私たちが住まう自然の世界
全体から」母性が確実に失われつつあると述べている。
近代以降、自然の支配や管理を正当化する科学技術や機
械論が台頭し、「母なるものの元型」として経験された有
機的調和に満ちた自然観は死に絶えたという
（Merchant,1980/1985）。現代社会において、こうした自
然観の急激な変化に伴い、「母なるものの元型」を尊ぶた
めの内的な伝達水路は失われてしまっている。さらに日
本社会では、母親の良い側面を強調し、悪い側面を抑圧
や否認してしまう傾向がある（佐藤,1984）。親が子育て
において否定的な感情を押し殺し、良い母親ではないと
悩むことは臨床の場でよく見受けられる（松尾、高
石,2003）。西澤（1994）は、日本では親子の絆を美徳と
する風潮があるため、虐待を特殊な行為や経験と捉えて、
普通の親子関係にありえないことだと否認してしまいや
すいとも述べている。「母なるものの元型」の乖離の問題
について、親の内面から捉えると、誰もが子育てすると
きにぶつかるネガティブな情動を否認してしまうことに
つながり、抑えられた情動の発散が、虐待という行動化
を起こしやすいと思われる。一方、虐待を受ける子ども
の内面から捉えると、子どもの心はいつも「母なるもの
の元型」の破壊的な影響下に置かれて、否定的自己像を
拭えず、攻撃的で、破壊的な態度をとりやすい人間にな
る可能性が高まる。こうした虐待の影響に対する心理的
支援について、心的外傷（トラウマ）という視点から捉
え、その回復を試みる研究（E,Gil,1991/1997,西澤,1999,
近藤,2011）が中心であり、元型的観点からの分析や治療
を論じた研究は少ない。そのなかで廣澤（2008）は、
C.G.Jung（1954/1999）の「影」の概念を援用し、虐待を
「集合的な影―人間誰もの心奥底にある根源的な悪」が
具現化したものと捉えた。そして虐待を受けた子どもの
遊戯療法の二事例を挙げて、子どもが再び被害者になっ
たり、今度は加害者の側に立ったりすることなく、これ
までの自分自身の体験と適度な距離で向き合い、その影
響下から逃れて、「影」とどのような関係を保っていくか
が、アイデンティティ形成に重要であると指摘している。
さらに、「集合的な影」という元型的視点から理解するこ
とが、人間誰もの心の奥底にそれはあるという認識が起
こり、過剰にその体験を忌避し怯えることが減り、個人
を超えた癒し－救済－に身を委ね、一個人としての等身
大の自分を認識することに繋がっていくこと、それはク
ライエントと共に歩むセラピストにとっても、二次受傷
を緩和する可能性があるのではないかと述べている。 
以上を踏まえた上で本稿では、虐待を受けた子どもの
集団遊戯療法事例を挙げ、（１）子どもの心の傷つきの特
徴を明らかにし、（２）心の表現を、「母なるものの元型」
の両義的イメージの観点から分析し、（３）セラピストと
共に想像的な遊びをすることで、新たな自己像を獲得す
るに至った治療的意義について検討することを目的とす
る。 
 
Ⅱ．事例の概要と経過 
【CL】C君 小2男児 
【主訴】集団不適応、落ち着きがない。 
【家族関係】父は単身赴任、母と姉とC君の3人暮らし。 
【来談経過】C 君は、幼少期から落ち着きのなさ、突然
の大声を出すなどの行動が見られ、母親はイライラして、
C 君に対して叱責が増えた。小学校入学後も、皆と一緒
に遊べない等の問題行動が生じる。そこで当初、母親が
姉の問題で施設に来談する。C 君が財布からお金を盗ん
だり、夜中に家出して保護されることもあった。母親も
親相談を受けるが助言を生かせない。C 君は通所の集団
遊戯療法を受け、途中から個人の遊戯療法も開始した。 
【臨床像】 
小柄で神経質だが、エネルギ―が鬱積し、はちきれん
ばかりで、じっとしていられない。 
【相談構造】 
児童養護施設内のプレイルームで行われた週1回2時
間の集団遊戯療法。当初、女性A（児童指導員）がC君
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に関わっていたが、＃3 以降は異動のため、新しい女性
Y（児童指導員）が入ることになる。男性X（児童指導員）、
女性Y（児童指導員）、女性Z（筆者Therapist、以下ThZ
と略す）の3人が、C君の他3名から5人の児童らと関
わる。途中30分ほどのおやつの休憩時間がある。 
【集団遊戯療法の過程】 
本稿では、C 君を中心とした遊戯療法のうち、重要な
エピソードに焦点を当ててその過程を記述する。なお C
君は、小学校入学後から来所しているが、ThZ が関わり
始めた日を＃1 回目としている。ThZ は、約 1 年関わっ
たが、C君の心の変化に応じて、第1期～第7期に分け
た。C君の発言は「」、ThZらの発言は＜＞で記述してい
る。なおプライバシー保護のため、臨床的真実を損なわ
ない程度の改変を行っている。 
第1期；＃1～＃5（X年4月～5月）問題の提示 
＃１,＃2では、女性児童指導員AがC君に関わってい
た。＃3で女性児童指導員Aから女性児童指導員Yに交
替する。C 君はプレイルームの隅に積み上げられたマッ
トレスに宇宙ステーション基地をつくる。これ以後入室
すると必ず、基地に行くようになる。C君が隊長となり、
怪獣退治へ行く。男性児童指導員XとThZに鉄砲をもた
せ、「敵は怪獣だが、まず偽物に射撃する」と述べ、一斉
射撃させる。しかし、的を打ったり、隊員らにも銃口を
向けたりして、敵がはっきりしない。（休憩後）C君はThZ
をステーションの横の牢屋につなぎ、「見捨てられたやつ
だ」と吐き捨てるように言った。ThZ がC 君の足首をつ
かむと驚愕したような、恐ろしい形相で「何をするのや」
とThZの髪の毛を引っ張る。ThZはC君の力が入りすぎ
ないよう頭を手で被う。またThZはC君に何度も叩かれ、
執拗な攻撃を受けてやるせない気持ちを抱く。＃4 C君
は基地に武器を運びこみ、女性児童指導員YとThZをル
ーム内の敷居を境界にしてC君とは反対側に追い出す。
終了後、母親が出迎え「ここでは勉強しないのか、遊び
が大事か」と述べる。＃5をC君は休む。男性児童指導
員Xから、その週にC君は家出し、帰宅時、母親と自転
車に乗ろうとして、母親の手があたり、頬にあざが残る
出来事があったことを聴く。 
 
第2期＃6～♯10（X年5月～6月）「母なるものの元型」
のイメージ化～地獄世界の現出～ 
＃6 C君は、まずマットレスで寝そべり、それからホ
テルをつくると言う。女性児童指導員Yに「嫌いや。入
ったらあかん」と言う。女性児童指導員Yが＜入れて＞
と頼むと、C 君はホテルに入れるが「ここは地下や。骸
骨が一杯あるんや！」と言う。女性児童指導員Yが地下
から出ようとすると、C 君が骸骨になって襲いかかり、
地下室を牢屋だといって鍵をかける。女性児童指導員 Y
が＜助けて！＞というと、C 君は足蹴りして「おまえは
嘘つきだ！」という。C 君の攻撃が更に激しさを増した
ので、ThZ らは女性児童指導員Yをマットレスで包んだ
り、ダンボールの箱をかぶせて安全を確保する。すると、
C君はバンバンと銃で撃ち、「妖怪が動いたぞ」とバッド
で箱を何度も叩いたり、箱の上に乗って圧迫したりする。
（休憩後）C君は男性児童指導員XとThZを連れて、再
び怪獣退治にいく。C 君の指令が届かないときがあり、
ThZが思わずため息をつくと、C君が真顔で「寂しい？」
と尋ねてくる。C君は隠し部屋は「イルカ（ぬいぐるみ）
のお腹にある」と言う。＃7（略）＃8マットレスの基地
で、C君はThZに対して「女性Aはどこに替わったの？」
と尋ね、女性児童指導員Aが突然に辞めたことを気にし
ていたことが伝わり、ThZは心が痛む。C君は他児と一緒
にプラレールを始める。車と家を一列に並べ、「ここは寒
いところや。だからこれつながっているねん」と言う。
＃9（略）プラレールを始め、電車と駅を抱え、隅に持
っていく。自分の場所を作り、「ここは寒いところやねん。
吹雪いているんやで」「ここへ来たらあかん、爆発するで
…キンキンバリアがあるねん」と述べる。＃10 C 君は
機関銃で女性児童指導員Yをバンバン撃つ。女性児童指
導員Yもうんざりした様子である。（休憩後）ThZに向か
い「戦いごっこをしよう」と構えのポーズをとり、ThZ
の腹部や胸を叩いてくる。さらに髪の毛を引き抜かんば
かりに引っ張る。ThZがダンボール箱の中に逃げると、C
君は箱の蓋をしめ、「ここは牢屋や」とぷいっと離れる。
ThZを無視して女性Ｙと遊んだりする。ThZは見捨てられ
た思いで声をかけると、C君はThZ にビー玉や玩具を投
げつける。終了前、C君はThZ が入った箱に爆弾を入れ
て爆破させる。それでも気持ちが収まらず、箱の中に頭
を入れ、ThZにべたーっと乗っかってくる。ThZの腹部の
上で、C 君が海老のように屈んだような姿勢になる。そ
して立ち上がり、ThZ の腹部を地団太でバンバン踏みつ
けるので、ThZ はC 君の行動に胎内復帰願望を感じつつ
も無力な気持ちを味わう。ThZ が＜爆弾で死んだよ＞と
言っても、C君は容赦せず、ThZの頭を叩き続ける。C君
の表情はこわばり、鬼のような形相で、ThZの腕を２回、
ぎゅーっとつねる。「ずっとここにいるんやで。出たらあ
かん。食物も食べたらあかんで」と言い、その日のプレ
イは終わった。 
 
第3期♯11～♯15（X年7月）両義性の結合イメージ 
♯11 C 君はすぐにマットレスの陣地に行き、鉄砲の
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他、ネックレスを入れ、「封印するものや」という。ThZ
を怪獣にして、基地に閉じ込める。ThZ が出るそぶりを
すると、火が噴いたように怒りだし、「ここは地獄の底や」
と命令する。一方、女性児童指導員Yに「働く人になれ、
ショベルで掘れ」と言う。集団遊戯療法終了後、七夕の
短冊に願い事を書く行事があり、そこで、母親は「優し
いおかあさんになりたい」と書き、本人「でんしゃのう
んて…でんしゃのしゃし…」と右端に小さく書いている。
＃12 C 君は真っ先にマットレスの基地に行き、ごろご
ろしている。ThZがその近くに座ると、「そこに座ったら
あかん」と手で叩いたり、足蹴りしたりする。ThZ を壁
に押しつけ、ThZの足の間に頭を突っ込み、「ハンバーグ
にしてやる」とぐいぐい押してくる。ThZ は背中を丸め
て屈み、C 君の要望に従い、地獄の世界でハンバーグに
なる。次に男性児童指導員Xに勝負だと向き合い、取っ
組み合いの戦いになる。途中、C君はThZ でもあるハン
バーグを食べ、男性児童指導員Xに再び向き合い、「ハン
バーグ攻撃だぞ」と言う。＃14 C 君はプラレールの玩
具を、倉庫にしまうと言い、ダンボールに入れるが、部
品がぽろっと外にこぼれてしまう。それをThZが拾おう
とすると、「盗るな、泥棒」と声を張り上げて怒る。＜入
れようとしただけだよ＞と伝えても、「泥棒、逮捕する」
の一点張り。＜何もしていないけど、泥棒なん？＞と尋
ねると、「泥棒と言われて悲しい？でも悪いことをした」
と淡々と述べる。C 君は荷車を押してびゅんびゅんと素
早く走り、ThZ に対して「おばさん、おばさん」と吐き
捨てるように言う。（休憩後）男性児童指導員Ｘが他児の
作ったプラレールとC君のプラレールを繋ごうとすると、
C 君は「嫌や、やめろ！」とレールをはずしてしまう。
＃15 C君はマットレスの基地の上にあがり、「女の先生
はあっち！外や！」と言って、敷居の外に追い出す。ThZ
らのいる場所は「町や、地獄や。地獄には食物も水もな
い。死んだんじゃ！」と叫ぶ。「穴を掘っておけ」と指示
する。「下にある町には食べ物と水がある」らしい。ThZ
が追い出された所から出ようとすると、「あかん」と表情
をゆがめ、怒って叩きに来る。ThZ を倒し、髪の毛をひ
っぱり、お尻でThZのお腹を全身でドンドンと圧迫する。
ThZ はこんなにもやられないといけないのかと泣きたい
ような気持ちになる。C 君は「おまえは死んだんじゃ」
と言う。ThZがじっとしていると、C君は「死んだらあか
ん」とThZの瞼を指であけようとしたり、お腹に頭をあ
てたりする。「病院をよばな～」とコンビニカーを走らせ
る。薬を ThZ の顔にかけ「なんまいだ～」と言う。ThZ
が起き上がるとイルカのぬいぐるみでポンと叩きに来る。 
 
第4期＃16～＃23（X年8月～10月）容器イメージの表
現と籠り 
＃16 C 君はお金を持ってきたので、ThZ がロッカ―
に片付けるように伝えると、「嫌だ」と駄々こをねる。終
了時間になり、お金を返そうとしたら、「盗んだやろう」
と男性児童指導員XやThZを叩く。＃17 C君はプラレ
ールを始め、他児の環状線と繋ぎ、ようやく「週１回の
列車」が通ることになる。＃18入室するなり、マットレ
スでふてくされたように寝転ぶ。男性児童指導員Xがマ
ットレスの上で寝転んでいるC君を乗せて、マットレス
を引っ張ると、C 君はきゃっきゃと喜ぶ。疲れた男性児
童指導員Xが＜大変なんやで、わかるか？＞と言うと、C
君は「うん」とコクンと頷く。＃19 C 君は男性児童指
導員Ｘに前回のジェットコースターごっこをしてほしい
とねだる。C君ははしゃいで楽しむが、男性児童指導員X
が疲れたためか、トイレへ出てしまう。終了時、C 君は
「帰りたくない、ずっとここにいる」と言う。＃20「（男
性児童指導員）Ｘにあげるねん」とカルピスの缶を持っ
て入室するが、男性児童指導員Xはその日、用事でセラ
ピ‐に遅れる。ThZ と女性児童指導員 Y は工夫して、C
君が寝転んでいるマットレスを2人で揺らすと、C君は
とりあえず満足する。＃21 C君は男性児童指導員Xに
「ジェットコースターして」とねだるが、男性児童指導
員Xは＜遊園地は休み＞とC君に伝える。ThZがマット
レスでトンネルをつくると、いつも乗って遊ぶコンビニ
カ－と一緒に中に入って、両端をふさいでほしいという。
休憩後もそのマットレスの家の中に入り閉じこもってし
まって寝ている。＃23いつもどおり、マットレスに行き、
ThZに「城をつくって」と言いながら、ThZを無視してテ
ーブルで女性児童指導員Yと話している。ThZ が近づく
と、C君は、色紙を出してポケモンを描く。C君は、ThZ
にピカチュウの絵の描いた切手をつくる。そこでThZが
その切手をつかって、ピカチュウと一緒に尋ねるという
手紙を書く。（休憩後）ThZが描いたピカチュウを胸につ
け、C 君のマットレスの城を尋ねる。するとC 君は ThZ
のピカチュウを剥ぎ取り、「手術する」「死んだ、殺す」
と言い、ピカチュウの腹部をハサミで切ってしまう。ThZ
がお城に入っていると、C 君は意に介さず、コンビニカ
―を乗り回す。C 君が「なんでそこにいるん？」と言う
ので＜バラバラにされて悲しいわ＞というと、「アホっ」
と言って去る。C君は男性児童指導員Xや女性児童指導
員Yとキャーキャー騒いだ後、途中で城の壁をつぶし、
ThZに「（城から）出てこいよ！」と言って走り去る。 
 
第5期＃24～＃26（X年10月～11月）自己像の産出 
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♯24 C 君は手の甲に描いたポケモンを ThZ に見せ、
「イマクニって知っている？」と尋ねる。C君は、「イマ
クニは2人いる。本物がいる」と自分がイマクニである
ことを顔で示すようにニヤニヤしながら、ThZ にどちら
かを選ぶように言う。ThZ がC 君の持っていた鍵で扉を
あけると、C君は「私がイマクニだ」と正体をあらわし、
凄い力でThZを両手で何度も叩き、髪もひっぱる。＜イ
マクニは乱暴だなあ＞と制すると、C 君は「そんなこと
はない」と言い返す。＃25コンビニカ―に乗り、ThZの
足にドーンとぶつかり、「痛がらへんな」と2、3度ぶつ
かる。急に「イマクニだ！」といい、ThZ の顔面をドロ
のついた足の裏で蹴りつける。ThZ は＜やられた、ひど
いなあ＞と倒れると、ThZ の上にまたがり、手で叩いた
り、髪の毛をひっぱったり、さらに腕や背中に咬みつく
ような動作をする。（休憩後）机に座り、絵を描き始めた
ので、ThZ が＜イマクニを描いて＞と伝えると「雪だる
まや。顔は黒いんや」と言いながら、イマクニを描く。
＃26部屋の隅にあるいつものマットレス基地で、ごろっ
と横になる。自分でもう1枚のマットレスを道のように
つなげる。（休憩後）その基地へ行き「夜や」といって、
電気を消す。「僕は蛹になる」とマットレスの中に入り込
む。C 君はマットレスの隙間でごそごそ動いていた後、
その間から頭をゆっくり出してきた。ThZ は積み上げら
れたマットレスから落ちて、C 君が頭をぶつけないよう
に、C 君の頭や身体を支える。にゅーっとでてきて、床
の上に引き出される。しばらく床に寝ていたが、「進化し
たぞ！」とThZに身構えの姿勢をして「勝負だ！」と急
に足蹴りを攻撃してくる。何度か同じような動作を繰り
返し、産まれ出る。さなぎになっても、身体をバタバタ
揺らしている。＜じっくりさなぎになってよ＞と言うと、
C君は「ピカチュウやったら大人しいで。（進化したら）
ライチュウにも武器があるねんで」と言う。 
 
第6期♯27～＃30（X年11月～X＋1年3月）遊びの変
化とハプニングの発生 
＃27 C 君から「ボールはない？」と言うので、男性
児童指導員Xらと一緒に野球を始める。C君はバッタ―
になるが、タイミング悪くなかなかあたらない。苛立つ
のかバットをくるくる回す。ようやくヒットになって走
るが、「泥棒や！」と戸棚からお菓子の箱をとって部屋中
を走り回る。C君は、ThZにドンとぶつかり、「一緒に競
争しよう」と誘うので、ThZ は一緒にルーム内を何度も
回って走る。（休憩後）ThZと女性児童指導員YでC君を
マットレスに乗せて揺らす。C君もThZ をマットレスに
乗せて揺らすが、マットレスを傾け、ThZ を落とし、銃
を乱射する。「殺されたで」「おまえは泥棒や」とThZを
何度も叩く。ThZの髪の毛もひっぱり、「死んだ」という。
ThZ も怒りが湧き、＜死んだけれどゾンビになったん
や！＞と暴れるC君の足を制する為につかむと、C君は、
「離して」と叫ぶ。そこで、ThZ は手を緩めるが、次の
瞬間にC君はThZの顔をバーンと殴る。＜C君！離して
というから離したのに、本当に痛いんやで！＞とThZが
叫ぶと、C 君は素早くプレイルームの台所へ走って、本
物の包丁を取り出そうとするが、C 君は我にかえり、茫
然とこちらに戻ってくる。ThZ が＜何をしようとした
ん？！＞と呼びかけると、C 君は自分の行動に恐怖を感
じたのか、ThZの膝のうえに乗ってきた。そこでThZはC
君を抱きかかえて、真正面に見つめ合い、しばらく落ち
着くまでそのままでいた。その後は何もなかったかのよ
うに、C 君は「じゃあ、競争しよう！」と走る姿勢をし
て、ThZをかけっこに誘う。「負けたらつねるねんで」＜
C 君が私をつねるん？＞「うん」とうなずく。＜そんな
ことしてほしくないよ＞と気持ちを伝えると「僕をつね
っていいで」と腕を出してくる。＜私はそんなことをし
ない。かけっこで勝ったら一番になるだけや。よーいド
ン＞と誘うとかけっこになり、C君は1番になる。「勝っ
た！で賞金がもらえるんや」「今度は、相撲をして」とC
君は足をふんばる姿勢をする。「今日はずっとここにい
る」とマットレスの間に入り込む。＃28 C 君は、ThZ
に鉄砲を撃ち、「もう死んだ」と言う。ThZは＜死なない
よ＞と返答するが、火を噴いたようには怒らない。ThZ
に「南の国の…というビデオを知っている？女の首を取
るんや…ちょんぎって、鉄砲を使って、それを（ビデオ
を模した遊び）する？」＜それはしたくないね＞と伝え
る。＃29になると、表情が子どもらしくなり、落ち着き
を感じる。ThZ が近寄っても怒る様子はなく、男性児童
指導員Xも入って鬼ごっこや隠れんぼをする。＃30  C
君は、マットレスで、身体を動かしたくてたまらない様
子で、新体操の演技を披露する。 
 
第7期 ♯31～＃41（X年12月～X＋1年3月）自己像
の確認と居場所の模索 
＃31 C君はThZにマットレスを運ぶように言い、中
央に積み重ねさせる。C 君は、設計図を書くが、そこに
はマットレス8枚が並べられ、中央と4隅に椅子を置く
配置になっている。ThZ に手伝わせながら、設計図どお
りに家をつくろうとする。マットレスは部屋の中央部に
拡げられるが、4隅には何も置かない。ThZはC君が頭で
はイメージできても、実際には、自分の居場所を囲むこ
とができず、自他の境界が不明瞭なのだろうと感じる。C
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君は「今日は男性児童指導員Xがいないのは、恥ずかし
いけれど、知っているで、デートや」と想像し、照れた
顔をしている。＃32 男性児童指導員Xの背中にもたれ、
肩に足をかけたりして、べたべた甘える。女性児童指導
員YやThZが近づこうとすると、「おばさん、来るな」と
言って、マットレスに顔を突っ込み、身体ごと隙間に入
り、寝てしまう。＃33 入室するなり、「教室に悪い奴が
いる。27年間泥棒をしていた。本当のことやで、その名
前を当てて」と謎々を出してくる。男性児童指導員Xと
ThZが順に名前をいうと、「イがつくんやと」とヒントを
出してC君自身であることを暗に伝える。他児が「線路
に爆弾が埋めてある」と言うとC君も面白がって、爆弾
の処理に立ち会う。ThZ が爆弾をそろそろと運ぶとC君
はそれを受け取り、山の中に埋めて、安全に爆発させる。
＃36 ThZに「家をつくって」、男性児童指導員Ｘにも「手
伝って」といい、積み木のクッションを4隅に塔のよう
に並べる。その上にマットレスを乗せて、その下の空間
で横になる。C 君が助力を得ながら、自発的に休める場
所を作れるようになってきたと感じた。＃37 C君は「愛
したい、愛されたい」の歌を聴きながら、好きな歌手の
話をする。＃38 ThZ が声をかけるが、C 君は「うるさ
い、黙れ！」とあいかわらず拒否的な態度を取る。♯39
で3月に入り、ThZ が転勤で辞めることを伝えている。
♯40～＃41 C 君は「男の先生は？」と男性児童指導員
Xを探す。男性児童指導員Xに抱きつき、手足を音楽の
リズムに合わせて動かしたりして遊ぶ。竹籠の中に入り、
竹籠に蓋をして「いい場所をみつけた」と喜ぶ。他児も
入って野球をするがバッターの順番を待つことができる。
最後にThZに「（相談機関の）遠足へはいかないの？」と
聴いてきたが、＜いけないのよ＞と答えて、最後の別れ
を告げた。当初の心理的問題を残していたが、セラピ‐
が継続されることを切に願い、その場を後にした。 
 
Ⅲ．考察 
１． C君の心の傷つき 
C君は、常に攻撃者の立場に立ち、ThZらに心の傷つき
を投影する遊びをして、セラピ－の中で、虐待的関係を
反復していた。C 君は、「攻撃者への同一化」
（Freud,A1936/1985）という心理機制を用い、受け入れ
がたい経験からくる不安を回避しようとしたと考えられ
る。その特徴として、第１に攻撃的行動、第２に心理的
なネグレクトによる見捨てられ感や寂しさ、第3に対人
距離がとれず、自己像が不明瞭であることの3つの点が
挙げられる。これは分析的心理学における元型の観点か
ら見ると、「母なるものの元型」のもつ否定的側面と闘い、
自我意識を確立させようとする試みとも言える。 
これらは、母親の育児不安の高さからくるC君に対す
る過干渉や叱責によって、C 君の自我が母子融合状態に
留まり、母子分離の土台となる十分な安心感や安定がな
いことが心理的要因として考えられる。ThZらは、当初、
父親は単身赴任中で、夫婦関係も良好ではなく、母親に
育児不安や緊張の高さがあると理解していたが、母親の
面談内容を詳しく知る立場にはなかった。そのため、C
君の集団不適応や落ち着きがないという主訴の心理的背
景が、C 君とのプレイセラピ－を通して、徐々に心理的
虐待による傷つきとして理解できるようになった。C 君
の心の傷つきは、不適応や落ち着きのない行動として表
出され、それがまた母親に更なるストレスを惹起して、
＃5 の母親が叩打に至る出来事が生じるなど悪循環に陥
っていると考えられた。 
さらにこの集団遊戯療法が、C 君に新たな契機をもた
らしたのは、それまで関わっていた女性児童指導員Aが
異動によって去ってしまったことによる。C 君の本来の
傷つきに、対象喪失という傷つきが加わった。このよう
な事情が、C 君の根底にあった傷つきのマグマが噴き上
がる引き金を引いたのであろう。 
ここから、虐待経験のある子どもの傷つきの特徴「攻
撃的行動」について、具体的にケースを追って検討する。 
第1 のC君の「攻撃的行動」の特徴は、セラピ－担当
者全員が疲労し、傷つき、無力感、見捨てられ感等の逆
転移感情を抱かざるをえないような状況に追い込まれて
しまう、その執拗さや徹底さにあった。女性児童指導員
Yがうんざりした表情をし（＃10）、ThZがやるせなさや
悲哀感を抱かされ（#15）、男性児童指導員Xがトイレに
出る事態になる（#19）、セラピ‐に遅れる（#20）とい
う経緯になるなど普段ならありえないようなことが生じ
た。C 君が攻撃者の立場になって、日常的に味わってい
た無力感や絶望感をThZ らに表現して伝え、ThZ にその
痛みを感じさせ、心の傷つきを緩和しようとしたのだろ
うと想像される。また、C君がThZ の髪の毛を引っ張る
攻撃を繰りかえすが、混乱のなかで一種暴力的な形であ
るが身体接触し、母子一体性を取り戻そうとしたと考え
られる。 
第2 の「心理的なネグレクトによる見捨てられ感や寂
しさ」は、ThZを牢屋につないで「見捨てられたやつだ」
と叫ぶ（＃3）、ThZが入ったダンボール箱の蓋を閉めて、
ぷいっと離れて無視する（＃10）、ThZが城にこもってい
ても、無視するなどの遊び（＃23）に顕著に現れている。
これはたとえ母親がC君の行動への注意があったとして
も、C君の内面から見ると父母は情緒的関心を持たず、C
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君を心理的に無視しており、自由な在り方を許していな
いこと、それによってC君が味わっている苦痛をThZに
直接に伝えていたと考える。車と家を一列に並べて、「こ
こは寒い所や。だからこれ繋がっているねん」（＃8）、「吹
雪いているんやで」などの言動も、C 君が暖かさの乏し
い環境に身を置いているのかが伝わってきた（＃9）。C 
君が女性児童指導員Aとの別れの寂しさをやっと口にで
き、その心情をThZと共に受けとめとめたことで、女性
児童指導員Aから今、ここにいるThZとの関係へ連続し
始めた。それをC君は、プラレールを繋ぐという遊びを
し、吹雪いている寒い内的世界を表現できたのであろう。 
第3の「自己像や対人距離の不明瞭さ」の具体的状態
として、身体接触における心理的侵襲が強いことが窺わ
れた。①身体接触恐怖として、ThZ がC君の足首に触れ
た時の驚愕反応（♯3）、②「爆発するで…キンキンバリ
アがあるねん」（♯9）と触れると爆発する感覚の比喩、
③C 君の接触が身体攻撃と甘えのための接近が未分化に
混在している状態として、ThZ がC 君の基地の近くに座
ると、「そこに座ったらあかん」と言いながら、手で叩い
たり、足蹴りしたりする（♯12）、女性の大人を敷居の
外に追い出すなど他者という存在自体の接近に過敏に反
応し、攻撃的行動に走ることに表現されている（＃15）。
また怪獣退治の遊びでも敵が定められなかったこと（＃
3）や、隊長の C 君からの指令が届かない（♯6）など、
C 君自身が遊びという現実にも関与を続けることができ
ず、意識が乖離する傾向を持っていたと考えられる。 
以上のような問題を抱えたC君の遊戯療法の目標は、C
君の遊びを通して表現される心の傷つきをThZらの許容
できる範囲を見極めながら受けとめ、C 君自身が情緒的
な安心を得、なおかつC君の他者との関係の中での安定
した自己像を見いだす作業を見守ることだと考えた。 
 
２． 「母なるものの元型」のイメージ化 
虐待を受けた子どもの心理療法の難しさは、子どもが
心の傷つきやストレスを幼いが故に、又、体験が自我を
凌駕する故に、記憶として保持し、それを言葉で伝える
ことが出来ず、無意識的に虐待関係の再現するような激
しい攻撃的行動、直情的で貪欲な行動を示すことにある
（森田,2006）。こうした行動は、セラピストや援助者を
怒らせ、疲弊させ、望ましい関わりを持てなくさせてし
まう怖れがある。 
本事例で、ThZ がC 君の執拗で直接的な行動を受けと
めていく支えになったのは、遊びという安全な表現の場
で、「母なるものの元型」的なイメージを感じとっていた
ことが挙げられる。C君は女性児童指導員Yが閉じ込め
られた地下室の世界が、骸骨が一杯ある世界であり（♯
6）、そこは「地獄の底」と表現し（＃11）、「地獄には食
物も水もない。死んだ」と深化していく（＃15）。この
ような生命感のない死の世界は、「母なるものの元型」の
一側面である。「母なるものの元型」は、本来、自然や生
命の営みに関わる深層意識の経験であると言える。人間
を慈しみ育み、生きていく力を与えると同時に、死の世
界へと呑み込んでしまう脅威と、人力を超えた畏怖を感
じさせる世界なのである。C 君が、特に母親を連想させ
るThZや指導員らを地下世界やルームの敷居の外に排除
しようとしたのは、C 君が女性や母親に投影された「母
なるもの」の呑み込み破壊する側面に圧倒されていたこ
とによる。C君はこうした不安に満ちていた心的世界を、
男性児童指導員や女性児童指導員やThZを相手にして、
遊びの活動やイメージとして表現できた。C 君の攻撃衝
動とそのエネルギ－を象徴する爆弾も、ThZ が入った箱
の中に入れて爆発させていた（♯10）が、C君はThZ か
ら受け取り、それを山の中に埋めて安全に爆発させこと
ができている（＃33）。 
しかし、この遊戯療法過程において一歩間違えれば、
現実面で破壊的行為にもなるきわどい事態も発生してい
る註５）。C君の執拗な身体に対する攻撃行動に対して、ThZ
は怒りが湧き上がり＜死んだけれどゾンビになったんや
＞と返した。これに反応したC君が本物の包丁を取り出
そうとした（♯28）。ThZは自らの怒りがC君に対する逆
転移感情だとは承知していたが、それを超える何かによ
って行動化に至った。このThZの反応に対して、逆上に
近い状態になったC君は、包丁を取りに行ったが、ぎり
ぎりの所で、自力で幻想と現実を区別し、包丁を持ち出
さずに戻った。C君は初めてThZ に甘え、抱きかかえて
もらい、恐怖にも近い不安を宥めてもらうことができた。
このような治療的な経過に至ったのは、それまでにC君
とThZとの関わりにおいて、両義性のある世界を無意識
的に共有されていた為と思われる。ThZ の怒りの表現と
それに対するC君の憤怒が破壊的な行動化になる一歩手
前で、治療的行為へと展開した。これは元型の否定的イ
メージを極点に達し、それが肯定的経験へと反転
（enantiodromia）註６）したと言ってもよい。これはThZ
の意識的行為ではなかったが、遊びを通したイメージ化
が、ThZとの間で両義性を受けとめる「想像上の容器」（織
田,1998）をつくり、肯定的配慮を維持できる「抱えの環
境」（Winicott,D.W.1965）註７）を創出したと考えられる。 
以上のプロセスは、意識的な優しい態度ではなく、子
どもの内面から噴き出る怒り、不安、無力感、恐怖に直
面して、共感という細い糸を手繰り寄せて、撚糸にしな
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がら、生き残る過程を共にすることだったと感じる。 
 
３． 自己像の表現～「母なるものの元型」の両義性の結
合～ 
C君の自己像の生成は、ThZらの肯定的配慮を助力にし
て 、「 母 な る も の の 元 型 」 の 容 器 性 格
（Neumann,E.1963/1982）のイメージを形成したことによ
って促進された。C 君の自己像の生成のプロセスに従っ
て、プレイの中で「母なるものの元型」の容器的性格の
イメージが次第に変化していく。 
まず、C 君が、初期からプレイルームの隅にあったマ
ットレスを基地にできて、毎回、そこを自己の居場所と
して使えるようになったことは安全感を保障するための
基盤になった。ここからC君はThZらを襲撃できるよう
になったと考えられる（＃3）。次にC君は骸骨になって
女性児童指導員Yに襲いかかるなど「母なるものの元型」
の否定的側面を表現していた（♯6）が、一方でC君は、
「ホテルを作ろう」と言い、イルカのぬいぐるみのお腹
に隠し部屋があるという想像をして、その容器的イメー
ジを想像し始めていた。さらに、ThZ ら側でも、協力し
て容器性格の環境を提供している。男性児童指導員Xが
マットレスで寝転んでいるC君をマットレスごとひっぱ
るというジェットコースター遊びをして、C 君に情緒的
な充足を与えた（＃17）。そして男性児童指導員 X がい
ない時は、女性児童指導員YとThZがC君を乗せたマッ
トレスをゆりかごのように揺らすことで、協力して容器
性格の環境を提供し、C 君の気持ちが満足できるように
工夫した（＃20）。こうしたThZらの関わりのなかで、C
君は隅にあるマットレスでトンネルをつくり、それを塞
いでその中に籠ってしまう（＃21）。ThZに「城をつくっ
て」と伝え（＃23）、C君自身が城をつくっている（♯24）。
こうして、C 君は胎内生活を連想させる遊びができるよ
うになり、内面に周囲からの刺激から身を守り、心の過
敏さを保護する境界線を生成していったと考えられる。 
こうした容器的イメージが形成するなかで、「母なるも
のの元型」の両義性の結合も準備されていった。箱の中
に逃げたThZ を爆弾で爆破させながら、ThZ の腹部の上
に横たわる（♯10）、地獄にいる ThZ をハンバーグにし
てしまい、ThZを取り入れて食べる（♯13）、女性児童指
導員とThZを敷居の外に追い出すが、その場所は地獄で
も街であり、街には食べ物や水があると述べる（＃15）
など、破壊と一体性、排除と幽閉、地獄と生きるための
食べ物という両義的な世界が次に登場する。ThZ に「お
まえは死んだんじゃ」と言いながら、同時に「死んだら
あかん」という発言も見られる(＃15)。 
このように攻撃的行動が単なる破壊や排除ではなく、
破壊の内部で繋がりのイメージが形成される間に、集団
不適応という主訴だったC君は、他児とも関係が徐々に
持てるように変化している。当初は児童指導員やThZだ
けを相手にして、身体への直接的な攻撃行動が止まらな
いなど、他児と関わる余裕もなかったが、次第に他児と
おしゃべりしたり、遊べるようになってくる。例えば第
3 期でも他児の作ったプラレールへの結合を拒否してい
たが、C君ははずしてしまっていた(♯14)が、第4期で
は他児の環状線と自らのプラレールとを繋ぎ、ようやく
「週1回の列車」が通るようになる(＃17). 
また、第7期の＃41では、他児も入って野球をするが
バッターの順番を待つことができている。 
さらにC君は、第5期の♯24に「イマクニ」というポ
ケモンのキャラクタ‐を通して、自己像を表明した。イ
マクニは実際のカードでは、頭から真っ黒いタイツで被
われた大人の人間として描かれている。しかし、イマク
ニが、「雪だるま」というのは、C君自身が思い描いた独
自の自己像であると考えられる。イマクニは一般的なポ
ケモンのキャラクタ‐ではなく、漫画雑誌のおまけでつ
いてくるポケモンカードの１つである。しかし、このカ
ードをポケモンの対戦でだすと、ポケモンの対戦が「こ
んらん」状態になるという。こうしたキャラクタ‐の性
格は、C君の衝動的側面をよく表わしている。C君が自ら
のイメージに合うキャラクタ‐を見つけ出し、それを
ThZに承認してもらえた。C君の否定的側面が象徴的に受
容され、C 君は自らの個性を受けいれていく内的作業が
進んでいたのではないかと考えられる。C 君の言う「寒
い所」にある雪であり、顔の黒いという独特の面を持つ
雪だるまである。だるまという丸さの表現からも、肯定
的、否定的な両面を併せ持つ人間存在の全体的な自己
（self）のイメージ（Jung,C.G.1951/1990）註８）に近似
している。さらにマットレスの基地で、「僕はさなぎにな
る」と述べ、ポケモンのキャラクタ‐として進化して産
まれ出ることができた（＃26）。ThZが鍵を使って象徴的
な（目に見えない）扉を開ける（♯24）、カーテンを巻
きつけて（目に見えない）境界線を作り出せるようにな
って（＃26）、他者からの侵襲に怯えず、安定した自己
像が徐々にではあるが、育成されてきたと言える。 
 
４． 虐待経験からの回復－自己像をこの世界に産み出
す経験と悪の自覚 
虐待経験からの回復に必要なものは、C 君の事例を通
して見てきたように、攻撃的衝動を安全な方法で表現し、
それを許容してもらえる他者との関係であり、それを通
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して自己の全体像をこの世界に産み出す経験ではないか
と考えている。 
例えばC君は、第2期の♯10で、ThZのいる箱の中に
爆弾を入れて爆破させながら、同時に箱の中に頭を入れ、
ThZ のお腹の上で、海老のように屈んだような姿勢にな
っている。そのときThZ は、C君が胎内にいる母子一体
性の状態を再現しようとしていたと感じていた。C 君は
想像上で ThZ を物質（matter）註９）である容器にして、
母子一体性を取り戻し、新しく産まれ直そうとしていた
のであろう。また、第3期の♯12でThZの足の間に頭を
突っ込んできて、ThZ をハンバーグ（matter）にしてし
まい、ThZを食べる行動にも感じる。食べる-食べられる
という関係は、乳児期の口愛期の母子関係の再現であり、
こうした退行ともいえる原初的関係を持って、男性児童
指導員Xと勝負できる自己像を生成しようとしていたの
であろう。 
一方、家庭でも学校でも、C 君の攻撃衝動の発散は受
け入れづらく、C 君は問題児のレッテルを貼られて、周
囲から居場所を失い、追い詰められる悪循環に陥ってい
た。しかしC君は盗みや家出など母親の怒りを引き出す
行動によって、分離不安を回避し、母親により注意を向
けさせようとしたのだと考えられる。C 君が行なった盗
みの本意は、母親の情緒的関心を引きだす為であり、盗
みや攻撃的言動もそれ自体は、「悪」の行為ではない。 
しかし、母子融合的状態から脱して、C 君が自己像を
見いだす為には、周囲の怒りを引き出すような否定的行
為をしていたという事実を、他者の立場に身を置いて見
えてくる自己像として受けとめていく必要があったと考
えられる。他者との関係において自分は如何に存在する
のかという根本的な課題がThZにも提示されていたと考
えている。例えば、女性児童指導員Yに対して「おまえ
は嘘つきだ！」と言い（＃6）、ThZ に対して「盗るな、
泥棒」「泥棒と言われて悲しい？でも悪いことをした」と
詰め寄り（♯14）、「お金を盗んだんやろう」（＃16）、「お
まえは泥棒や」（♯27）と ThZ らに否定的な自己像を投
影していた。C 君にとって罪悪感を持つということは、
強い攻撃衝動によって自己破滅的になる恐れがある。内
界には保持できないため、ThZ にその像を押しつけて心
の外に排出しようとしていたと考えられる。しかし ThZ
との関係でその気持ちを受けとめてくれるという安心を
得られ、C 君が罪悪感を自らのものにしていく。次第に
お菓子の箱をとって「泥棒や！」と走り回り（♯27）、
第7期になれば、「教室に悪い奴がいる。27年間泥棒を
していた。その名前を当てて」という謎々を出している
（♯27）。27年間という数字にC君の罪悪感の強さもう
かがえるが、自分がしたことを徐々に受け入れるように
なった。また、第5期の自己像の発見を経て、第6期で
は、遊びの内容が変化している。ThZ らに一方的に攻撃
衝動を発散していた遊びから野球、かけっこ、相撲、鬼
ごっこや隠れんぼなどの他者との競争や他者に関わる協
調の遊びへと転換できるようになっている（＃27）。 
こうした段階を経て、第7期では、ずっと隅のマット
レスを基地としていたC君が、マットレスを中央に運ぶ
ことができ、自らの居場所を自分自身で設計することが
可能になっていく。設計図まで考案して、部屋の中央部
にイメージ通りの家を作れるようになった（♯31）。第3
期で七夕の短冊の隅の方に小さくしか書けなかったC君
がしっかりと空間の中央に自己を位置づけて行動できる
ようになりはじめたと言えよう（♯11）。しかしながら、
その家の4隅には設計図にある椅子はまだ置かれず、守
りの未だに薄い身体感覚があることは十分に推測された。  
また、ThZ や他児らとの関わりをもった遊びができる
と次第に男性児童指導員Xの存在が気になり始めている。
第7期で男性児童指導員Xがデートしているのだと思い
込んだり（♯31）、抱きついたり（＃32、＃37）、男性児
童指導員Xを求めるなどの行動（＃41）も、父親を投影
しやすい男性児童指導員Xに同一化し始めたのだと考え
られる。だが「女の首を取るんや…ちょんぎって、鉄砲
使って」という発言に見られる（＃28）ように、C 君の
自我は去勢不安を抱えられず、ThZ らに投影し、心の外
に排出してしまう傾向は続いている。攻撃的態度は変わ
らない状態も続いており（＃38）、まだ C 君の心理的問
題は今後のセラピ‐に引き継がれる必要があったと考え
ている。 
 
5．今後の課題～「母なるものの元型」の視点～ 
虐待を受けた子どもの遊戯療法を元型的観点から見る
上で重要な点は、現実の母親像と「母なるものの元型」
的イメージを区別して考えることであろう。虐待の原因
を現実の母親の責任だけに帰する姿勢ではなく、親子双
方が、「母なるものの元型」の側面の否定的影響を受けて
いるという観点を持つことも重要だと考えている。C 君
の母親は相談に訪れ、「優しいおかあさんになりたい」と
述べ、意識的な努力を行っている（♯11）。しかしなが
ら、母親は、無力で傍若無人な子どもといると、そこに
言い表しがたい感情に襲われ、虐待という行動に走って
しまうとも言う（金原,2011）。C 君の集団不適応や落ち
着きのなさという衝動傾向は、「母なるものの元型」の破
壊的な呑み込む側面にとり憑かれ、それから遁走してい
る状態とも言うことができる。 
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こうした「母なるものの元型」という視点を持つこと
で、自我が触れることが難しい心の傷つきやストレスを
高次の視点から受けとめ、それが変容していく過程を共
にできる可能性が啓かれていく。こうした元型的イメー
ジという高次の視点は、ThZ にも虐待がもたらす惨さや
無力感と向き合える「想像上の容器」（織田,1998）を作
り出す助けとなる。C 君の遊びでも、最初に隅の床より
高めのマットレスを基地にして、宇宙ステーションだと
述べ（＃3）、またThZらに地獄にも通じる穴を掘ってい
く指示をだしている（♯11、＃15）。これは、C君が「宇
宙」や「地獄」という超越的で垂直的な視点を足場とし
て遊びをしていく必要があったことを示唆しているよう
に思われる。 
しかしながら、「母なるものの元型」の両義性を１つの
イメージとして捉えることには困難を伴う註10）。母親から
の自立が難しく、母性の影響の根強い日本社会（河
合,1976）では、「母なるものの元型」は意識上、容易に
慈母像と恐母像に分断する傾向がある。しかし、「母なる
ものの元型」は、本来、自然の持つ破壊的な圧倒的な力
と共に治癒力や超越的な救済を産み出す根源的な力なの
である。その生命意識に繋がる地下水路に辿りつくには、
セラピストが子どもの遊びのイメージや行動を信頼して
いく受容的な構えと、治療関係で共有される混沌とした
深層のリアリティを生き抜く能動的覚悟を持つ必要があ
る。本事例を通して「母なるものの元型」の破壊的側面
を遊びの表現を通してイメージ化することが、「母なるも
の」の本質へと接近し、成長促進的側面と結合できるこ
とを可能性として提示した。増加する子どもの虐待の心
理的援助をする時、虐待の影響を心的外傷（トラウマ）
として捉え、現実の親子の心理や生活史に原因を追究し
ていく因果論的アプローチも重要であるが、親子の深層
意識において影響している「母なるものの元型」とは如
何なる経験なのか、その両義性を結合する象徴的イメー
ジを目的論的アプローチとして探究していく事も、今後
の切実な課題であると考えている。 
 
Ⅳ．まとめ 
本研究は、虐待を受けた子どもの遊戯療法について、
「『母なるものの元型』のイメージ化とその両義性の結
合」の観点から検討を行った。その結果、(1)心の傷つき
は、第1に攻撃的行動、第2に心理的ネグレクトによる
見捨てられ感や寂しさ、第3に対人距離の近さや自己像
の不明瞭さといった特徴がみられた。（2）攻撃的行動は、
「母なるものの元型」の否定的側面への呑み込まれる不
安として理解された。（3）セラピストが、「母なるものの
元型」の容器イメージを提供することにより、子どもの
遊びの中に、「母なるものの元型」の両義性を結合する象
徴的イメージが生じてくる。（4）子どもは、セラピスト
と共に想像することにより、悪の自覚も可能にする多面
的な自己像を見いだすことができた。さらに「母なるも
のの元型」の象徴的イメージを目的論的アプローチとし
て探究していくことも、今後の課題であろう。 
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註1）読売新聞 2012年7月26日の記事 
註2）赤ん坊は自我と無意識が融合している状態にある。
これはまだ無意識および全体に完全に依存している状態
であり、母なるウロボロス、つまり「母なるものの元型」
（great mother）として経験される。自我意識の発達に
伴って「母なるもの」の両義性が経験される。 
註3）ヌミノース（das Numinose）とは、Otto,R.(1971)
が『聖なるもの』のなかで明らかにした概念で、人間主
体の意志にかかわりなく生じ、戦慄、魅惑や畏怖を伴う
宗教の本質にある経験のこと。 
註4）東山（2006）は、1990年頃から不登校の増加、学
級・学校崩壊、家庭崩壊と家庭内暴力、児童虐待と子育
て放棄、少女買春、衝動的犯罪と殺人の増加、シンナ‐
や薬物の蔓延等々が増加していると述べている。 
註5）J.M.Spiegelman(1965/1992)によれば、治療者と病
者が対等に無意識に開かれて、関わり合い、相互的プロ
セスが進展すると、その関係のなかで、「第三のもの」と
しての対立物の結合（治癒と病いの結合イメージ）が生
じると述べている。 
註6）反転（enantiodromie）とは相反するという意味で、
意識が一面的傾向によって支配されると、やがて無意識
内に対立するものが出現して、自我の抑制や行動に影響
を及ぼす現象。 
註７）Winnicott,D.W.(1965)は、母親が不適切な関わり
をした場合、赤ん坊は想像を絶するような不安という絶
壁に立たされ、①バラバラになる、②奈落におちる、③
魂が抜ける、④途方にくれるといった経験をするという。
抱えの環境とは子どもの欲求に対して母親が適切でほど
よい（good enough）環境を提供することであり、それに
よって子どもは独自性と存在の連続性を獲得するという。 
註８）自己（self）とは経験的概念としての元型であり、
人間の中のあらゆる心的現象の全容をいう。元型的イメ
ージとして光と影、男と女、善と悪など対立物を統合し
た曼荼羅表現が代表的である。 
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註9）matter（物質）とmater（母型）は同じ語源 
註10）日本神話の地母神として、黄泉の国に去ったイザ
ナミは有名であるが、その死の側面と高天原に君臨する
天照大神の生の側面は切り離されている。一方、日蓮宗
の守護神であり、インド由来の鬼子母神は、釈迦の教え
を受けて、子どもを食い殺すことから悔い改め、養育を
助けることを誓ったと伝えられる。インドの女神の多く
は、血、骨など身に負い、墓場に住むと同時に、生命に
関わる樹の下にも住む。立川（1990）は、インドの女神
像の特徴を通して、人類の救済において、人生で生じる
「不浄なるもの」を力づくで抑圧しようとする視点では
なく、「不浄なるもの」を含む生身の人間を状況と共にど
のように浄化していくかという視点が重要であると言う。 
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